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〈要 約 〉

平成6年 度 ・教育研究員生活部会では,「 児童一人一人が 自ら身近 な社会や自然 との

かかわ りを深 あるた めの支援の在 り方 」を研究主題 にかかげ,授 業研究を中心 として研

究 を進 めて きた。研究を進あ るにあた って は,か かわ りを深 めて い く段階を設定 し,そ

の段階 に基づ いた活動計画やかかわ りの段階 に応 じた支援表を作成す るとともに,そ の

有効性 について検討 した。
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1研 究 主 題

1

児童一人 一人が 自 ら身近 な社会や 自然 とのかかわ りを深め るための1

支援の在 り方 コ
L_____.一

1.研 究 主 題 設 定 の理 由

炉 、
ぼ くが ザ リガ ニ の前 で え さを 動 か して い た ら,

え さ をっ か ん で,え ん ぴっ も石 もっ か ん だ ので,

名 前 を は さみ くん に しま した。

さい し ょはあ ん ま り動 か な いか ら,の ん び り

くん に しよ うと思 った ん だ け ど,は さみ くん に

しま した。

ぼ くはザ リガ ニ と友 だ ちに な った 気分 で す 。

生活科でザ リガニ と遊 んだ後の児童 の文であ る。ザ リガニ と楽 しく遊ぶ かかわ りの 中で,

大 きな石 までっかんで しま うは さみに心 を動か され,そ の特徴を と らえて 名前 をっけなお し

たので ある。 そ して 「ともだ ち」 とい う表現で 自分 とザ リガニ とのかかわ りを示 して いる。

この よ うに,児 童 は興味を もった ものに対 しては,自 分 か ら積極的にかかわろ うとす る。

元来児童 は,個 性的です ぐれた能力を もって いる ものであ り,不 思議 に思 う心,驚 く心,楽

しむ心 などに満 ちあふれた存在であ る。そ して,い ろいろな方法で試 した り,考 えた り,見

付け出 した りす る。 その姿 は大変個性 的で感性 に富んでいて,児 童が 自分の身体を思 いのま

まに動か し,意 欲的,主 体 的に活動す るとき,そ の顔 は生 き生 きと輝 き,自 分 らしさを発揮

す る。その活 動に没頭す る中で,身 近 な社会や 自然 とのかかわ りは広 く,深 くなってい き,

豊か に感 じる心,も っとや ってみよ う ・続 けてがんばろ うとす る心,人 に知 らせ たい ・残 し

てお きたいと思 う心な どが育 まれてい く。

生活科が実施 されて3年 目にな る現在で あるが,児 童の思 いや願 いよ り教 師の考えを優先

した教師主導の授業,教 科書中心のために教材が単発 にな って活動の連続性 が見 られ ない授

業,教 材が固定化 し,児 童の実態 にそ ぐわない授業が展開 されて いることもあ る。 そ して,

このよ うな授業で は,児 童は教師の指示 な どを待っ ことにな り,自 分で進んで考えた り,判

断 した り,試 み た りす る場や機会が少な くなる。

これか らの生活科 にお いて は,教 師のね らい と,児 童の思いや願 いが一致す ることを大切

に し,児 童一人一人が 自分の よさや可能性を発揮 して,身 近な社会 や自然 などのよ さにかか

わ り,進 んで考 えた り判断 した りして,そ の思いや願 いを実現で きるよ う,授 業を改善 ・充

実す る必 要がある。 その ために教師 は,児 童の主体的 な学習活動が指導 目標や児童一人一人

の思 いや願 いの実現 に向か うよ うに適切 に支援す ることが求あ られ る。

そ こで,本 研究 では,一 人一人の児童が身近な社会 や自然 に関心を向けるよ うな環境構成

を工夫 し,身 近 な社会 や 自然 に積極的 にかかわ って十 分に活動す るための支援 を続 けること
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が重要で ある と考え た。 その ような支援 を継続す ることによ りかかわ りは深 ま って いき,そ

の中か ら児童 は多 くの ことに気付いて,そ れを 日常の生活 に生かせ るように もなると考えた。

それ は,児 童が これか らの生活や学 習に対 して 自信を もって取 り組んでい く基 となり,自 立

の基礎 に直接つ なが る ものであ る。 また,意 欲的 な活動 と豊 かな感性を大切 に し,身 近な社

会や 自然 とのかかわ りを深め る支援 を行 うことは,児 童一人一人の豊かな人間性を育成す る

ことに もなる と考えた。

上記の よ うな考え に基づ いて,研 究主題 を 「児童一人一人が 自 ら身近 な社会や 自然 とのか

かわ りを深 あるための支援の在 り方 」 とし,研 究を進めてい くことと した。

2.研 究 主 題 につ いて の 基 本 的 な考 え方

児 童 一 人 一 人 が

児 童 は,一 人 一人 が そ れ ぞ れ の よ さ を もち,向 上 の意 欲 と無 限 の 可能 性 を秘 め て い る。 同

じ対 象 と 出会 って も,児 童 は,そ れ ぞれ 自分 な りの こだわ りを もち,他 の人 とは異 な った 思

いや 願 い を 抱 く。 例 え ば探 検活 動 で は,一 人 一 人 が 自分 の 探 検 した い と ころへ 行 き ,児 童 自

身 の こだ わ りや 好 奇 心 ・探求 心 の お もむ くま ま に人 や もの との ふ れ あ い を続 け,そ れ ぞ れ の

発 見 を す る。

「児 童 一 人 一 人 が 」 と は ,児 童 一 人 一 人 が,自 分 な りの 興 味 や 関心 を も って,身 近 な社 会

や 自然 とか か わ って い る姿 で あ る と と らえ た。

自 ら

児 童 が 一 人 一 人 の そ れ ぞ れ の思 い や願 いを 実 現 で き るよ うにす るた め に は,自 分 で ああ て

を見 付 け,考 え,判 断 し,試 み る こ とが 必 要 とな る。 例 えば 製 作 活 動 に お いて は,身 の 回 り

に あ る材 料 に関 心 を も ち,進 ん で選 択 した り,自 ら集 め た り して,作 りた い物 に根 気 強 く取

り組 む 。 その 中で 友 達 と助 け 合 った り,教 え 合 った り しなが ら,よ り工 夫 した作 品 を 作 り上

げ よ う とす る。

この よ うに,身 近 な 社 会 や 自然 に 主体 的 にか か わ って い こ う とす る態 度 を 「自 ら」 と考 え

た。

身 近 な社 会 や 自然 との か か わ りを深 め る

生 活 科 で は,生 活 圏 で あ る身 近 な 社 会 や 自然 を学 習 の 場 と し,学 習 の 対 象 と して い る。 児

童 が 対 象 と出会 い,自 分 との か か わ りで興 味 を もち,「 お も しろ そ うだ 」 「や って み た い 」

「くらべ て み た い 」 な ど と感 じる と き ,対 象 との かか わ りが 始 ま る。rザ リガニ を捕 って み

た い,飼 って み た い 」 と考 え た児 童 は,ザ リガ ニ捕 りに夢 中 に な り,ザ リガニ捕 りの方 法 を

研 究 した り,ザ リガニ の 種 類 に気 付 い た り,飼 育 の仕 方 を 工 夫 した りす る な ど,ザ リガニ と

の か か わ りを深 めて い く。 夢 中 に活 動 して い く中で,児 童 は ザ リガ ニ との 一 体 感 を もつ よ う

に な った り,ザ リガニ を さわ れ な か った 児童 が ザ リガニ を 好 きに な った りす るな ど,ザ リガ

ニ との かか わ りが 変 化 して い く。 また ,ザ リガニ を通 して,他 の生 き物 に も興 味 を もつ よ う

に な るな ど,対 象 との か か わ りが 広 が って い く。 こ う して,ザ リガ ニ と深 くか か わ る こ とに

よ って,ザ リガニ は児 童 の 生 活 の 一 部 とな り,し だ い にか か わ りが 日常 化 して い く。

この よ うに,対 象 との か か わ りが 日常 化 す る こと に よ って ,よ き生 活 者 と して の能 力 や態
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度が育 まれて い くと考えた。

支援の在 り方

身近 な社会や 自然 とのかかわ りを深 めるために,児 童が意欲 的に自 ら進んで活動で きるよ

うに環境を整え,主 体的な活動を支えてい くよ うな教師の役割 を 「支援 」という。

支援 は,単 元導入以前か ら始 まってい る。 児童の 日常生活の中か ら単元の学習 につなが る

話題 を集 めた り,前 単元 との連続性 や他教科 との関連 を図 った り,そ れ とな く環境を構成す

るなど して,対 象への ゆるやかな 出会いを用意す る。

単元の導入で は,経 験を思 い出 した り,遊 びを通 して課題をっかんだ りで きるよ うにす る

な ど,興 味関心 を引き出す 出会 いの工夫をす る。

活動 中において は,十 分 な活動がで きるよ うに,時 間 ・材料 ・方法 ・場所 ・協力 などの条

件をで きるだけ確 保 し,安 全に配慮 しなが ら,個 の見取 りに基づ く適 切な支援 をす る。

支援 はさらに,学 習後 の児童 の様子を見取 りなが ら継続 させ,日 常生活で の学習の成果 に

対 して共感的な ことばかけを した り,紹 介す る場を設定 した りす るなど日常 化への手助 けを

す る。

この よ うに,支 援 は途切れ ることな く,次 の単元へ とっなが って いき,教 師は長い期 間の

見取 りを通 して,児 童の活動や体験が 自分 の生活 に生かせ るよ うに働 きかけてい くことが必

要 である と考え た。

1本 研究 で目指す児童像

活動中における児童の姿 として,次 の二っを,目 指す 児童像 と した。

夢中 になって活動す る子 …… 自分の思 いや願いを実現 しよ うと,今 までの経験 や知識

諸感覚 を総動 員 して主体的に活動す る姿

自分の思 いや考えを もって …対象 と出会 った時だけでな く,活 動 中や活動後 において

か か わ 墨
_」 「あ あ,そ うだ ったの か 」 「～ をす る とき っ と こ うな る

だ ろう」などの気付 きや考え も含 め,対 象 とのかかわ り

を深めて い る姿

活動後,日 常生活 にお いて も学習の成果が生 きて働 くようにな ることを目指 し,さ らに児童

像を次のよ うに設定 した。

活動や体験で学ん だ ことを自分 の生活の中に生かせる子:

以上を図で表す と下記のよ うにな る。

1夢中になって活動する子k-_t
＼/か かわれる子

ー

L

工
r 活動や体験で学んだことを自分の生活の中に生かせる子l I
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皿 研究の全体構想

研究の背景

・自分で課題 を見付 け,考 え,判 断 した り表

現 した りして解決す る能力の育成を重視 し

て いる。

・生活科で は,自 分 と身近な社会や 自然 との

かかわ りを大切 に して いる。

・児童が よさを発揮 し,活 動を広げ,深 め ら

れ るよ うな支援が必要であ る。

・支援 につ いての実践的研究が必要であ る。

児 童 の 実態

・個性 的 で ,一 人 一 人 が よ さや 可能 性 を

もって い る。

・興 味 を も った もの に対 して は こだわ り

を もち,自 分 か ら積 極 的 に か か わ ろ う

とす る。

・身 近 な 社会 や 自然 の 中で ,体 全体 を使

って 活 動 す る ことを 好 む。

究主題

児童一 人一人が 自 ら身近 な社会や 自然 とのかかわ りを深め るたあの支援の在 り方

研 究のね らい

かかわ りを深あて い く段階 に即 した支援の在 り方 を研究す る。

研究仮説

対象 との出会いを工 夫 し,一 人一人が 自分な りの見通 しを もって十分に活動で きるよう

な支援をすれば,児 童は身近 な社会や 自然 とのかかわ りを深 あるであろ う。

研究の 内容 と方法

1.か か わ りの段階の設定

2.か か わ りを深 めるたあの支援の工夫

・かかわ りの段階 に応 じた支援表の作成 ・対象 との 出会いの工夫

3.実 践 研究

・活動 計画案 の工夫 ・授業実践

4.分 析研究

・支援分析表の作成

・授業記録の分析 と,教 師の支援 の有効性の検討

目指す児童像

夢 中になって活動す る子 自分の思いや考え を もってかかわれ る子

活動や体験で学んだ ことを自分の生活の中に生かせ る子:
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IV研 究 の内容 と方法

1.か かわ りの段階

児童が 自ら身近 な社 会や自然 とのかかわ りを深 め,自 分 自身や 自分の生活 に生 か して い く

ことは生活科 の 目標 その もので ある。

本部会では,か かわ りを深 めてい く過程を0～3の4段 階 に分け,そ れぞれの段階 にお い

て,か かわ りを深 め るための有効な支援の在 り方を探 ることに した。

(かかわ りの段階0)

児童が主体的に活動 す るとき,ま ず,対 象 とどのよ うに出会 うかが重要である。感動で き

るような出会い,期 待が もて るよ うな出会 い,疑 問が もてるような出会いな ど,出 会 いをど

う工夫す るかが,単 元全体 への活動意欲や主体的活動 に大 きく影響 して いると考 えた。 そ し

て,よ い出会 いをす るため に,教 師は,児 童の生活体験や意識 にっ いて調査す るな ど して,

児童の実態を把握す る とともに,単 元につ なが る話題を 日常的に取 り上 げた り,環 境 の構成

を工夫 した りす ることで,児 童の意識を高める。 また,前 単元 との連続性や他単元 との関連

を図る ことで発展的 に問題意識を もたせた りす るなど,出 会いに至 るまでの アプローチ も大

切に したい と考えた。

この過程を,「 かかわ りの段階0」 とし,「 アプ ローチ」と呼ぶ ことに した。

(か か わ りの段 階1)

児 童 は 対 象 と出会 った と き,対 象 に心 を 引 か れ,興 味 や 関 心 を もち,「 前 に○ ○ した こ と

が あ る よ。」 「○ ○ はお も しろ そ うだ。」 「○ ○ を した い。」 「○ ○ に つ いて しらべ て み た い。」

「○ ○ が で き るよ うに な りた い。」 な ど と感 じる。

「お もち ゃを つ くって あ そ ぼ うよ 」の 単 元 で,お もち ゃ と出会 った 児 童 は,「 前 に,そ

の お もち ゃで 遊 ん だ こ とが あ るよ。」 「先 生 が 見 せ て くれ た お もち ゃはお も しろ そ うだ。」 「あ

のお もち ゃで 遊 ん で み た い。」 「ど うや って 作 るの 。」な ど と感 じる。 これ は,何 らか の意 味で

自分 の 心 が か か わ って い る状 態 で あ り,自 分 の興 味 ・関 心 の枠 の 中 に対 象 が 位 置 を 占め るよ

うに な った状 態 で あ る。

この よ うに,児 童 が,自 分 自身 の 課題 と して 意 識 の 中 に対 象 を と りこん だ と き,主 体 的 な

か か わ りが 始 ま る と考 え,こ の 段 階 を,「 か か わ りの 段 階1」 と し,「 と りこむ 」 段 階 と呼

ぶ こ とに した。

そ こで,本 部 会 で は,出 会 いの 工 夫 を 研 究 の 一 つ と して 取 り上 げ る こ とに した。

(か かわ りの段階2)

活動意 欲を継続 させ,主 体的活動を進めてい く段階で は,児 童一入一 人が 自分の よさや可

能性を発揮 して対象 とかかわ り,見 通 しを もって活動 して い く中で,そ れぞれの思 いや考え

を広げた り,深 めた りして い く。

例えば,最 初は教師 が提 示 したお もちゃを真似て作 って いた児童 も,活 動 を重ねて い く中

で,自 分な りの素材 を見付 けた り,違 うお もち ゃを作 った りし,そ の思 いや考えが広が った
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り深 ま った り して い く。

これ を,「 か かわ りの 段 階2」 と し,「 広 が る ・深 ま る」段 階 と呼 ぶ こ とに した。

こ こで は,児 童 の 思 いや 願 いを 把握 し,そ れ に沿 っ た支援 が 必 要 で あ り,全 体へ の支 援 か

ら次第 に個 々へ の 支 援 が 多 くな って い く と考 え られ る。

そ こで,か か わ りを 深 め て い く支援 の 仕方 にっ い て 研 究 して い くこ とに した。

(か か わ りの段 階3)

生 活 科 の 授 業 を通 して,児 童 は生 活上 必 要 な習 慣 や 技 能 を 身 に付 け,自 分 自身へ の 気 付 き

を深 め,身 近 な環 境 との か か わ りを さ らに深 めて い く。 生活 科 で は,学 ん だ こ とを 自分 の 学

習 や生 活 に生 か した り,自 分 へ の 自信 とな った りす る こ とを重 視 して い る。 児 童 が生 活 科 で

身 に付 け た こと を,自 分 の 中 に蓄 積 し,そ の後,再 び 同 じ対 象 とか か わ る と き,以 前 に も増

して 興 味 や関 心,愛 着 を もって か か わ ろ う とす る。 ま た似 た よ うな対 象 とか か わ る と き,体

験 を通 して 得 た もの を 積 極 的 に活 用 しよ う と した りす る。 これ らの 姿 を 教 師 は 大切 に見 守 り,

それ ぞれ の 児童 に 自分 の よ さを 伝 え た い と考 え た。

そ こで,こ の 段 階 を 「か か わ りの段 階3」 と し,「 日常 化 」 と呼 ぶ こ とに した。

ま た,日 常 生 活 の 場 は,再 び生 活 科 の 学 習 とっ な が る こ とか ら,こ の段 階 を,活 動 の 連 続

性 と して と らえ る こ とが で き る。

こ こで は,教 師 は,児 童 の 変 容 を見 取 り,児 童 が 学 習 した こ と を 自分 や 自分 の 生活 に生 か

して い る姿 を 長 い 目で 見 守 り,励 ま して し く必 要 が あ る と考 え た。

そ こで,学 習 後 の 児 童 へ の 支 援 の 仕方 に つ いて 研 究 して い くこと に した。

か か わ りを深 あ て い く4段 階 の 過 程 は大 単 元 だ けで な く,小 単 元 や1単 位 時 問 にお い て も,

あて は ま る と考 え る。

大単元 アブ吋 とりこむ・ 広がる 深まる _日 常化

ノ1、単元(1時 間)ア プM
一
モ ト

ー一一一 一
__'一 日常イヒ

＼ 一一一一一一 ＼ ㌧

とりこむ 広がる・深まる

以 上 の こ とか ら,支 援 の 過 程 を 次 の 図 の よ う に と らえ,研 究 を 進 め て い く こ と と し た 。

　り嚇 鹸1ツ 響 コ

廉誇 ◎9ラ1
-一__一_____二 逗____二__一___二 ∴_～___ .ヱ=__一_一___一_〔
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2.か かわ りを深めるための支援

(1)か かわ りの段 階 に応 じた支援表 とその具体化

本研究で設定 した 「かかわ りの段階 」を縦軸 に,児 童がかかわ りを深め るための支援 を

横軸 におい た。表の中 に,先 行研究や文献,実 践の中か ら支援 になる と考え られ る ものを

選択 して書 き込み,か かわ りの段 階に応 じた支援表を作成 した。

か か わ り の 段 階 に 応 じ た 支 援 表

かかわ りの段階 児童がかかわりを深めるための支援 たの しい光

・日常生活の中か ら単元にっながる話題を集め ・前 小単 元 「友だ ち

活 ア る 。 う」で,自 己紹 介

0 プ ・環 境 構成 を工 夫す る。 を したりす る活動

動 口 ・生 活 体験 調査 をす る。 検で もそれ らの活

i ・意識 調査 をす る。 に した 。

前 チ ・前単元 との連続性や他単元 との関連を図る。

と ・興味 ・関心 を もっ 作品 ・素材 の提 示 をす る。 ・2年 生に校舎を案

1 り ・興味 ・関心 をひ くよ うな情 報 を提示 す る。 とで,も う一度 行

こ ・遊 び を通 して ,活 動へ の意 識化 を図 る。 分で も行 ってみた

活 む ・経 験 を想起 で き るよ うにす る。 を もて るよ うに し

・自分 な りの見通 しを もっ こ とが で きるよ うに ・出会 った先生 方か

す る 。 うよ うに し,継 続

動 広 ・十 分 な活動 が で きる よ うにす る。 よ うに した。

が (時 間 ・場所 ・方法 ・材料 ・安全 ・友達 等) ・校内地図を用意 し

2 る ・児童が目的意識を もって活動できるような情 た物を掲示 した。

● 報を提示する。 ・出会 って いな い人

深 ・選択性のある活動を計画する。 くるという活動を

中 ま ・活動意欲が継続す るよ う,個 の見取 りに基づ す るだ けで な く,

る く適切な支援をする。 聞 いた り,質 問 し

設 けた。

・学習後の児童の様子 にっいて見取 ったり会話 ・校 内の 先生 ,主 事

活 日 や 日記,家 庭か らの連絡等で情報を集あたり く覚え,「 ○○ 先

す る。 ざい ます。 」等 と

動 3 常 ・共感す る言葉か けや紹介す る場の設定をす ・国語 のひ らが な ・

る 。 「○○ さんの名前

後 化 ・次単元への連続性や他教科 ・領域への関連を ね。 」 と他の学 習

図 る。 わ った体験が 出て

8



縣

癖軌・り が
、

1}7i

誘

有 効 だ っ た 支 援 の 具 体 例

六小 町 を 探 検 を し よ う ふ ね を 作 ろ う

となか よ く しよ ・朝 の会 な どで 「見付 け たよ」の 発 ・指 導記録 か ら,1年 生 の 「お もち

を した り,握 手 表の場を設け,日 常生活の場で 自 や作 り」の学 習で は,約 半 数の 児

を行 い,学 校探 然 にっ いて関 心 を もつ よ うに した。 童が トレイや缶などを使 ってふね

動がで きるよ う を 作 って い る こ とを把握 した。

内 して も らうこ ・教 師 が3種 類 ぐ らいの 問題(音 , ・教師が段ボールでふねを作 って見

って み たい,自 絵,文)を 出 し,紹 介 した物 を学 せ プール で乗 った。 と ころが,船

い とい う気持 ち 区域地 図 に は った。 が沈んだ ことで,素 材に目が向き

た 。 沈まないふねを作 りたいという意

欲が もて る よ うに した。

ら,名 刺 を も ら ・小 さな地 図を 用意 し,自 分 たちの ・作業が単時間では終わ らないこと

して活動で きる 歩 く道 に色 を ぬ るよ うに した。 か ら,プ レイルー ムを借 りて 作業

・児童の興味別にグループ編成を し
場 に し,休 み時間にも作業ができ

名刺 や,見 つ け た 。 る よ うに した。

・安 全 に活動 がで きるよ うに チ ェ ッ ・た くさん の材料 が必 要 な ことか ら

を教室につれて クポ イ ン トを作 り,保 護 者 に立 っ 他学年の児童にも協力 して もらう

通 して,挨 拶 を て も ら っ た 。 よ うに した。

その人の願いを ・見 付 け た ことを個 々に認 め ,全 体 ・ふね作 りを して い くうちに一緒 に

た りで きる場を の大 きな地図に絵や吹 き出 しをは 作る仲間がで きるように声をかけ

って い き,自 分 たちの 町の絵 地 図 るよ うに した。

を作 り上 げ るよ うに した。

さん方の名をよ ・しば ら く して 公園 に行 き,こ ぶ し ・他教科 ,他 単 元で の 目的別 グル ー

生,お は よ うご の実を拾い,探 検の時の ものとは プ作 りが 容易 に な った。

挨拶 して い る。 違 うこ とを発 表 して いた。 ・夏休 みの 自由工作 で ,木 や 発泡 ス

漢字の学習で, ・友 達 と誘 い合 って ,キ バ チ と りに チ ロー ルな どを使 って ふね を作 っ

にも付いている 行 った 。 た 児童が い た。

の 場 で もか か ・学 区域 外 にあ る友達 の家 に 「探

く る 。 検 」 とい って,友 達 と出かけ た。l

l
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② 対象との出会いの具体例

① かかわりの段階0(ア プローチ)

日常生活の中から単元にっながる話題をあっめる

秋みっけ

給食に出たくりごはん

の話をす る。

0
0

ノ、
9

へ

e

一・

)

戸

o

公園で遊ぼう
「先生あのねちょう」や

1難漿[M
お祭 りを しよ う 一…一

朝の会で お祭 りに行 った

児童の話 を取 り上 げる。

環境構成

学校探検

校内の各所に見やすい

部屋表示をつけておく

おもちゃを作ろう ・

いろいろな素材を日常的に

集あておき,児 童が 自由に

使えるようにしておく。

秋 と遊ぼ う

日常活動で落ち葉を集めて

おく0び 輸

ソ

生活体験調査

お正月大けんきゅう 一

地域の行事の実態や,行

事に関す る児童の経験を

調査する。

仕事を しよう

家でのお手伝いの様子

を調査する。

意識調査

春をさがそう …

どんなことで春を感 じ

ているかを調査す る。

仕事を しよう

保護者は,ど のような仕事

を児童にしてほしいと考え

ているかを調査する。

前単元との連続性や他単元との関連
「どん ぐりで遊ぼう」 一

「お手紙を出そう」 ←

「町探検」の時に,た くさんのどんぐりを拾 ってきたことからつなげる。

運動会 ・展覧会 ・学芸会等の学校行事と関連させて招待状や礼状を書 く。

② かかわりの段階1(と りこむ)

興味関心を もつ作品 ・素材の提示

大きくなったわた し

教師の小さい頃の

写真を見せる。

9 ぜ ク

瓠
おもちゃ大会

夏休みの課題で児童が作 ったおもちゃを実演する。

遊びを通して意識化

情報の提示

手紙 を出そ う ・ もうす ぐ2年 生 一

教師の所に来た 1年 間の身長の伸びを知

お も しろい形の0000 らせたり,入 学式の写真
,

はがきを紹介す 翫

る。 銀
等を見せたりする。

や さいを育て よう ・ 秋見つけ

地域の農家の方に来てい コオロギ等の秋の虫たち

ただき,植 え方や育て方 の鳴 き声を,テ ープで聞

を教 えて いただ く。 かせ る。

お正月遊び

凧上げ大会の経験か ら,

ほかの遊びを考える。

鹸
春と遊ぼ う

野原での草つみ等の活動を通 して遊びを工夫する。

経験の想起

虫探し探検

今までに捕ったことのある虫を発表する。

鴛 樽饗
町探検

地域の人とかかわった経験を思い出す。

一10一



(3)活 動計画案の工夫

生活科の授業時間だけでな く,単 元 にはいる前の児童の様子や教 師の支援を活動計画の中

に明記 し,児 童の 日常の思いや願 いを生か した導入を試み た。また,単 元終了後の 児童が学

習 した ことを どう日常化 してい ったかを見取 ることも活動計画のなかに明記 した。

支援 にっ いて は,研 究主題 に迫 るために,「 かかわ りを深 めるための支援」に絞 って表中

に明記 した。

1

かかわ

り段階

全体の流れ 児童がかか わ りを深め るための

支援

評価の視点

0
I

I
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

活

動

中

1

2年 生 とい っ し ょに

校 内 を ま わ り,会 っ

た 人 に 名 刺 を も ら う。

・2年 生 に校 舎 内 を 案 内 してi・2年 生 とい っ しょ

もら うよ うに,計 画 して お

く。

・校 内 に い る先生 や 主 事 さん

に,児 童 が きた ら,名 刺 を

わ たす よ うに頼 ん で お く。

に,校 内 を まわ る

こ とが で き る。

(4)支 援分析表 の作成

授 業記録 の分析 と, 教師の支援の有効性 を検討す るために,支 援分析表を作成 した。

かかわ

り段階 活動の流れ A児 のかかわ りの姿 見取 りと支援 考 察

朝 の 会 な どで, カマキ リの卵を見付 自然 に対 して この単元 を通 し

活 0 「み っ けた よ」 の ア けてみん なに紹介す の知識は豊富 て,自 分 で い ろ

発 表 を し,日 常 生 プ る。家族が 自然 に対 で あ る。 いうな物を見付

動 活 の中で 自然 にっ 口 して 興 味 が深 く,い け,み ん な に広

いて関心 を もっよ i ろいうな物 を見付 け めて も らい た い。

前 う に した 。 チ て は紹 介 して くれ た。

1

1
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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V実 践事例

第2学 年

出会 いを工夫 した実践例

単元 「ふねをつ くろう」

1.単 元 のね ら い

・季 節 に合 わ せ て ,自 分 た ち の生 活 を 工 夫 した り楽 しん だ りす る。

・自分 が遊 ぶ た め に必 要 な材 料 を用 意 して ,ふ ね を作 ろ う と して い る。

・自分 が 作 りた い ふね の 図 を描 いた り ,作 った りす る。

・友達 と力 を合 わせ る こ との楽 しさ に気 付 い て い る。

2.単 元 に つ い て

児 童 は,1年 生 の 「お もち ゃを作 ろ う」の 学 習 で,自 分 が 遊 ぶ もの を 自分 の手 で作 る楽 し

さ を経 験 して い る。 しか し,1年 生 の時 の 生 活 科 で は グル ー プで 探 検 した り,友 達 に教 え て

も ら って 作 業 を した りす る こ とは あ って も,グ ル ープ で 力 を合 わ せ て 一 つ の もの を 作 り上 げ

て い く活 動 は して いな い。

そ こで,今 度 は一 人 で は作 るの が 困難 な もの,友 達 と協 力 し合 い なが ら作 業 を しなけ れ ば

で きな い もの を作 る経 験 を させ た い と考 え,自 分 た ちが 乗 って遊 ぶ こ とので き るふ ね 作 りを

取 り入 れ た。 友 達 とのか か わ りを通 して,力 を合 わせ て 考 え た り,作 った りす る こ との 楽 し

さに 気 付 き,そ れ を他 の活 動 に も生 か して 欲 しい と考 えて い る。

また,特 に この学 習 で は,児 童が 主 体 的 に学 習 す るた あ に,ま ず 児 童 自 らが 「ふ ね をつ く

りた い 」 と い う活 動 意 欲 を もつ よ うに した い,さ らに活 動 の 見通 し も もて るよ うに した い と

考 え,「 と り こむ 段 階 」 に重 点 を 置 い た。 そ こで,児 童 に 「あれ っ」 と思 わ せ,疑 問 を もち

そ して期 待 で き る よ うな対 象 との 出会 い方 を 工 夫 した 。

3.活 動 計 画(8時 間)*予 想 され る児 童 の 思 い や願 い

(1)ど う して先 生 のふ ね は沈 ん で しま った の だ ろ う。 … ……1時 間

*大 きす ぎたん じ ゃな いか な 。 ダ ンボ ー ル は水 に弱 いよ 。 水 に浮 か ぶ もの で 作 ら

な い と沈 ん で しま うよ。 ペ ッ トボ トル とか 。 ほか に もこん な材 料 が い い よ。

ぼ くた ち,わ た した ち も作 りた い な 。材 料 を集 め よ う よ。

(2)作 りた い ふ ね の絵 を描 こ う。 … … …1時 間

*大 きな ふ ね を 作 りた い な。 いか だ で もい い の か な。

ペ ッ トボ トル や 牛 乳 パ ックは ど の く らいい るの か な。

材 料 が 足 りな い ん じゃな い か な。 他 の 学 年 の 入 に もお願 い しよ う。

(3)材 料 を集 あ る作 戦 を 考 え よ う。 … … …1時 間

*お 手 紙 を書 こ うか 。 お 昼 の 放送 で言 って も らお う。 クラ ス にお 願 い に行 こ う。

(4)ど うや って つ な い だ らい いん だ ろ う。 … … …1時 間

*ふ ね の 設 計 図 を か こ う。 で きそ うだ。 早 く作 りた い な。

⑤ ふ ね を 作 ろ う。 … … …2時 間

*材 料が 少 な くて,大 き いふ ね が で きな い な。
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*友 達 と合 体 す れ ば乗 れ る よ う にな るな。 一 緒 にや ろ うよ。

(6)浮 か べ て 遊 ぼ う。 … … …2時 間

*他 の 人が 作 ったふ ね に も乗 りた い な 。競 争 を しよ う。

後 片付 け を しよ う。

4.児 童 が 対 象 と出会 う た め の教 師 の 支 援 の 工 夫(1/8)

「え っ,ふ ね が沈 没 した。」 …教 師 が 作 った ふ ね。 きれ い に装 飾 し,旗 や オ ー ル も作 り,子

供 が 二 人 乗 れ る程 の 大 きさが あ る。 しか し,こ れ は ダ ンボ ー

ル製 。 子 供 た ちに 自慢 し,プ ール の 時 間 に乗 って 遊 ぼ う と投

b6●9b60砧 麟 議 麟?藁 聯 灘;1:臨 子

教 師 が 乗 った とた ん に沈 没 す る。 「え っ。」

「先生,か わ い そ う。」 … … …沈 没 して 見 る影 もな くな った ふ ね を教 室 に持 って きて ,「 せ

っか くこの ふ ね で みん な と遊 ぼ う と思 って たの に… … …。」と

.大 い に落胆 して 見せ る。 子 供 た ち は 同情 して くれ,「 も う一
の● 二 回 作 りな よ

。」と励 ま して くれ る。

「ダ ン ボ ー ル じ ゃ な い

ほ う カミい い よ 。」

… … … 「な ん で 沈 ん で しま ったの か な
。」と子 供 た ち に投 げ か け,助

⑱
言 を 求 め る形 で話 し合 いを 進 め る。 さ らに どん な 材 料 な ら沈

ま な いふ ね が作 れ るか を 考 え る。 一年 生 の時 に作 った お もち

ゃの ふ ね の こ とを想 起 す る よ う に助 言 したが,ペ ッ トボ トル

発 泡 ス チ ロー ル,牛 乳 パ ック な どの他 に鉄,空 き缶 等 の 意 見

も出 た。 そ こで,バ ケ ツや ベ ビー バ ス を使 って,そ の 材 料 が

本 当 に水 に浮 か ぶ か,水 が 入 らな い か を確 か め る。

「ぼ くも作 りた い な あ。」 … … 「み ん な の お か げ で今 度 は沈 まな い ふ ね が 作れ そ うだ。」と感

謝 し,こ うや って 作 ろ う,こ う して遊 ぼ うな ど と話 す 。 そ の

^う ち に 「ぼ く も作 りた い な あ。」とい う声 が あ ち こちか ら出て

・・`き た ので
,そ れ を 拾 い 上 げ,広 、ずて い き,乗 。て も沈 ま ない)

ふ ね を作 る こと に した 。

5.実 践 を振 り返 って

・児 童 が 驚 き ,疑 問 に思 い,期 待 が もて るよ うな対 象 との 出 会 い方 をす る こ とに よ って,児

童 自 らが 「ふ ね を っ くり た い」 とい う意 欲 を持 ち,乗 って 遊ぶ こ との で き るふ ね を作 る と

い うめ あ て を持 って,最 後 まで 継 続 して活 動 す る こ とが で きた。

・材 料 の 数 や労 力 ,技 術 な どの 点 で,自 分 ひ と りの 手 に は負 え な い もの に取 り組 む こ とに よ

り,友 達 と協 力 して 活 動 す る必 要 が 生 じた。 その ため,教 師が グル ー プ作 りを指 示 しな く

て も,材 料 を増 や す た め に友 達 を 誘 った り,よ り大 きな船 に す るた あ に,互 い の作 品 を合

体 させ た りす る な ど,自 然 に グル ー プ がで きて き た。

・この活 動 を通 して
,友 達 と協 力 して活 動 す る楽 しさ を味 わ う こ とがで き た ため,他 単元,

他教 科 で も,グ ル ープ を 作 って 考 え を 出 し合 い なが ら学 習 を 進 め る こ とが 容 易 に な った。
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一 一一 第2学 年 一一 一 一一一「

個への支援 と して支援分析表 を活用 した実践例i

運 元 ・つ たえよ う,と どけよう、 」

1.単 元 の ね ら い

・ 郵 便 にっ い て 関 心 を もって 必 要 な こ とを調 べ よ う とす る
。

・ 自分 の 思 い を郵 便 で 伝 え よ う とす る
。

・ 友 達 と一 緒 に楽 し く製 作 や 見学 を しよ うとす る
。

・ 体 験 や 見学 の 内容 に つ いて ,自 分 な りの 方法 で 表現 した り気 付 きや 疑 問 を も った りで き

るよ うに す る。

・ 自分 た ち の生 活 を よ り豊 か にす るた あ に郵 便が あ る ことや 郵 便 の よ さに 気付 く
。

2.単 元 に つ い て

生 活 科 で は,近 隣 との か かわ りを 深 め,自 立 した生 活 を 営 む た め に ,日 常 生 活 に必 要 な こ

とを伝 え る手 段 と して 手紙 や電 話 な どの 活 用 を位 置付 けて い る。

生 活 科 が始 ま る前,低 学 年 の社 会 科 で は,社 会 の機 能 を理 解 させ るた め に郵 便 の 学 習 が 展

開 され て い た 。生 活 科 に お け る郵 便 を と りあ げ た学 習 で は,児 童 が 相 手 の人 に 自分 の 思 いを

伝 え た い,読 ん で も らい た い,返 事 が 来 て うれ しか った,楽 しい か らも っ と出 した い と い う

思 い や願 い を 大切 に して 活 動 を展 開 して い くこ とが必 要 に な る。 そ して その 活 動 を通 して,

そ の 児 童 な りの郵 便 に対 す る見 方 や 考 え 方 が で きる と考 え た 。

この単 元 で の 「かか わ り」 は友 達,郵 便 を 出す 相 手,郵 便 局 の 人 ,素 材 と多 くの もの が 考

え られ る。 そ れ ら との か か わ りを 深 め て い く中 で,「 遠 くへ(外 国 へ も)安 く出せ る」 「手

元 に残 して お け る 」 「何 度 で も読 み 返 せ る」 「季 節 感 が あ る」 「書 くこ との 楽 しさや 受 け 取

った喜 び が あ る 」等 の 郵 便 の よ さを 知 る こ とが で きるの で はな い か と考 え た。

本 校 で は リサ イ クル活 動 に取 り組 ん で お り,事 前 の調 査 で,ほ とん どの 児童 が 「リサ イ ク

ル は が きを作 りた い 」 とい う思 いを もって い る こ とが わか った 。 対 象 との 出会 いで は ,リ サ

イ クル はが きを提 示 す る と と もに,か か わ りが深 ま る段 階 で は ,自 由形 の はが き も実 際 に 出

す こ とがで きる こ とを知 らせ,意 欲 的 に はが きを作 った り手 紙 を 出 した りす る活 動 に取 り組

む の で は な い か と考 え た。

3.活 動 計 画(12時 間)

(1)リ サ イ クル はが きを 作 ろ う2時 間

(2)手 作 りはが きを 出 そ う8時 間

・手 作 りはが きを 作 ろ う3時 間

・切 手 を買 って 出そ う 〈近 くの郵 便局 へ 行 って 〉… … …1時 間

・郵 便 局 へ 行 って み よ うく地 下 鉄 に乗 って>4時 間

(3)手 紙 を 出 そ う2時 間

4.A児 の活 動 の様 子 と支 援(支 援 分析 表 は16・17ペ ー ジ参 照)

(1)か かわ りの 段 階0(ア プ ロー チ)

① 本 人 の 調 査 か ら

郵 便 を 出 した経 験 は・ 夏 休 み の課 題 と して 教 師 に出 した もの1回 だ け で あ る。 それ は文

一14一

＼



だ け を本 人 が 書 き,表 書 き と ポ ス トに 出 す こ とは母 親 が した。 は が きや切 手 を 買 った経 験

もな い。 「手 紙 を書 く」 とい う こと は 「す き」 と答え たが,こ れ は クラ スの 誕 生 日会 で 使

う もの や 転校 生 に ま とめて 出す もの を 指 して い る。 「手 紙 の よ さ」 に っ いて は,「 字 が 上

手 に 書 け るよ うに な る」 と答 え た。

② 教 室 の掲 示 に対 す る反応 と支 援

教 室 に掲 示 され た 夏 休 み 中 の手 紙 や はが き に興 味 を 示 したが,形 や 色 のお も しろ さ に 目

が い って いた 。 そ こで 教 師 は 興 味 を も った こ とを ほあ て,単 元 導 入 まで そ の興 味 を持 続 さ

せ よ う と考 え た。 またrAさ ん の もか わ い いね 。」と声 か けす るこ とで 自分 の書 い た はが き

を見 直 す よ うに して お いた 。

(2)か か わ りの 段 階1(と りこむ)

教 師 が リサ イ クル はが きを 提 示 し,牛 乳 パ ッ クで で き

る こ とを知 らせ た。A児 は,製 作 す る こ とを 好 む 児童 な

の で,リ サ イ クル はが き作 りに熱 心 に取 り組 ん だ。 教 師

は火 の 取 り扱 い と材 料 が不 足 した と き に声 を か け,あ と

は見 守 った 。 自分 が 満 足 す るまで 何 回 もや り直 し,出 来

上 が りを とて も喜 ん だ。 教 師が そ の はが きを ほめ る と,「 これ 出せ るか な。 ○ ○ ち ゃん に 出

した い。」と発 言 。教 師 は 「○ ○ ち ゃん 喜 ぶ よ。」と答 え る。 製 作 の満 足 感 が 次 の活 動 へ の 見 通

しにっ な か って い った 。

(3)か か わ りの 段 階2(広 が る ・深 ま る)

rリ サ イ クル はが き はせ っか く作 った か ら と って お いて 机 にか ざ りた い し,う さ ぎの 形 の

は が き も作 りた い。」と言 って き たの で 「が ん ば って ね。」と声 を か け た。 友達 の 発 言 か ら手紙

に は住所 や 郵 便 番号 が 必 要で あ る ことを 知 って 転 校 生 の住 所 を聞 きに 来 た ので,「 ◇ ◇ ち ゃ

ん が 知 って るよ 。教 え て も らえ ば。」と調 べ る活 動 を 促 した。 掲 示 して あ る資 料 を参 考 に あて

名 書 きを す る よ う促 した が,経 験 の な いA児 に は教 師 が そ ば に付 いて 書 か せ た方 が,作 り直

しに な らず 意 欲 が 継 続 され たの で は な い か と考 え る。

さ らに も う一 度 書 く段 階 で は,返 事 を も ら った喜 びや 郵 便 の よ さを確 認 した こ とが,祖 父

母 にはが きを書 いて 自分 で ポ ス トに 出す 活 動 に っ な が って い った 。

(4)か か わ りの段 階3(日 常 化)

祖 父 母 か ら電 話 が あ った と うれ しそ うに報 告 に来 た の で,教 師 も共 に喜 ぶ 。 自分 の 誕 生 日

会 の招 待 状 を 手 紙 で 出 した い と話 しか けて きたの で,「 い い考 え だね 。 も らった 友達 は き っ

と喜 ぶ よ。 書 い た ら見 せ て ね 。」と活 動 を 促 した。 他 の 児 童 が郵 便 の報 告 を す る と興 味深 げ に

聞 い た り,「 見 せ て 。」と話 しか けた りす るよ うに な っ た。

5.支 援 分 析 表 の有 効 性

・ 「ア プ ロー チ 」か ら 「日常 化 」 まで 継 続 して 児童 の 様 子 や 支 援 を記 録 し,分 析 して い くこ

とで,そ れ ぞ れ の段 階 で の 児童 の 様 子 や 変 容 して い く姿 を見 取 る こ とがで き,新 た な支 援 の

方 向性 を 考 え る こ とが で きた。

・活 動 計 画 案 に 位 置付 け た支 援 が ,一 人 一 人 の 児童 の活 動 意 欲 を 高 め た り,よ さを生 か した

りす るた め に 有 効 で あ った か を検 討 す る こ とが で きた。
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支援分析表

かかわ

り段階 活 動 の 流 れ A児 の か か わ り の 姿

活 ・夏休 みの課 題 を展示 し
,受 け ア (A児 の 実 態)

取 った教 飾の喜 び を伝 え る。 プ 郵便を使 った経験がほとん どない。夏休みの担任への手紙
口 分で書 いたが,表 書 きと投 函 は親が した。製 作す るこ とが

・児童 と保護 者の意 識 ・実態 調 1 欲的 であ るが,見 通 しを もって 工夫 して活動 す る ことは苦

査 をす る。 チ 達の 真似で 満足 して しま うことが多 い。

動 0
・転 校 生か らの郵便 を紹 介 す る

。 ・教室 に掲示 したみん なの 手紙 を見て ,「 ○○ ち ゃんの はか

と教師に話 しかけて きた。教師の返事を聞いて うれ しそう
・知 らせた い と思 うよ うな経 験 ・転校生 の手 紙が 来 た ことを喜ぶ 。手紙 を見 て 「きた ない字

前 を多 く取 り入れ る。 た 。

rリ サ イクル はが きを作 ろ う」

-

・男子3名 ,女 子2名(生 活 班)で 製作 した。
・教 師の作 った もの を見 せ る

。 と ・"は が きの もと"を 作 る段 階 では5人 で作 業 した。班 の中

他の 児童 に指示 を した り,教 えた り した。
7 ・教師の製作を見なが ら手順を

り ・す く段階で は2人 で 作業 した。

1 1 知 る 。 ・ 「うす いか ら作 りなお そ う。」と何回 か作業 す るが満足 で き

活 ・牛 乳パ ックを 切 る→煮 る→む こ 予備 を もらいに来 た。

く→ はが す→ ミキ サー にか け ・2枚 の はが きを作 った。

る→す く→ア イ ロ ンをか け る む ・ア イ ロ ンは上手 に使 い ,「 や った あ.」と出来上 が りを喜ん
・ 「転 校 した○○ ち ゃん に出 した い。」と発言 した 。

、

、

、

、

、

、

・後 かたづ け は班 の 中心 とな ってや った。

「手 作 りはが きを出 そ う」
、

し

、

等
・ 「せ っ か く 作 っ た か ら と っ て お き た い 。」と 発 言 し,リ サ イ

・手紙を出す相手 と形式を決め 、

か ら自由形 に変 更 した。

動 る 。 ・う さぎの顔 の はが きを作 って ,転 校 した友 達 に書 いた。

し

2

・手 紙 を 書 く。

広

が

・近 くの郵 便局 へ行 って切 手 を る

買 って出す。

・友達 の 発言か ら住 所や郵 便番 号の必 要な ことを知 って ,転

と郵便 番号 を教師 に聞 きに来 た。
・友 達 に住 所 を教 え て も らって書 くが ,う さ ぎが 小 さいた あ

ない と言 って萩 しい紙 を も らい に来た。
・前 よ り大 きい うさ ぎを作 り,文 と住 所,郵 便番 号 を書 きあ
・郵 便局 で 董3G円 の切手 を 買 った。
・友 達 にポ ス トの 口を教 えて もらって出 した。
・ 「とど くか な ,し んば い。」とっぶ や いた。

中

深

ま

る

便郵てつ買をぷつ

便郵なき大るれ

。

ら

る

き

。
め
す

の
く
集
学

鉄
行

が
見

下

へ
紙
を

地
局

手
局

「手 紙 を出そ うま

・返 事 を も らった喜 びか ら もっ

と手紙 を書 こ うとす る。
・手 紙の よ さを考え て形式 や相

手を決 め,書 く。

活

・き っぷ を買 うことが初 めて だ った。 緊張 して いたが 自分 一

とがで きて とて も喜ん だ。
・局 内で は説 明 を よ く聞 き,見 学 も楽 しくで きた。
・区 分 けの機械 の速 さに驚 い た。 「私 の手紙 は うさ ぎだ った

にはか か らなか った と思 い ます。○ ○ ち ゃん の と ころ に と

あ.」 と言 い に来た。

・出 した 相手か ら返 事が来 た ことを うれ しそ うに話 した
。

・転 校生 か らの手紙 や テー プを喜ん だ。

・転 校生 に 自由形で 書 き ,「 もっと書 きたい 。」とっ ぶや いた
・F遠 くに安 く出せ る」 と言 って はが きを選 び、釜 石の 祖父
「釜石 のお じいち ゃん に書 きま した。 見て くだ さい。」と言

きた。

・F注 燐 と郵 便番 号 はお母 さん に聞 きます。」と発言Lた 。

凱
お
i常'

一 化!

・祖父母 か ら電話 が あ った とニ コニ コ顔 で報 告 に来 た。
・ 「私 の誕生 鎚会 の招待 状 は手紙 に しよ うか な。.と話 しかけ

・友達 の郵便 の報 告 を興味 深げ に聞 いて いた。
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見 取 り と 支 援 考 察

(教 師 の願 い)

の文は自 いろいろな活動 を通 して郵便のよさ

好きで意 を知 って,生 活 の中 で郵便 を活用 で き

手で,友 るよ うにさせ たい。

製作が好 きな子なので、まずその製
・手紙 の可愛 ら しさにの み 目がい って いるよ うな の 作を認め称賛す る。そこでA児 に自信

わ い い ね 。」 で,「 そ う ね,か わ い い ね 。」と 発 言 を 認 め,「 あ をもたせ,製 作の成就感を郵便を出す
だ っ た 。 な たの もか わ いいわ.」 とA児 の作 品 を称 賛 した。 活動にっなげるよう適切な支援をすれ
。」と 発 言 し ・友達 の作品 を興味 深 げに見 てい るが ,書 いてみ た ば、友 達 の真似 で はな く自分 な りの郵

いとい う意 欲 は見 られ なか った。 便 に対 す る意識 を もち続 けるだ ろ う。

・"は が きの もと"作 りに夢 中に な って いたので ・製 作 に対す る期待 が大 きいよ うで
,進 ん

心 にな って 「この班が んば って るね。」とグルー プを称賛 し, で 活動 して い た。 班が 誉め られ た ことで

A児 の活動 は見守 った。 さらに活動 が意 欲的 にな った。
・す く段階で は

,材 料 の不 足 が予想 され たので 「足 ・材料の不足で活動が途切れないよう早目

ず,担 任 の りない時 は先生 の ところ に もあ るよ。」と声をか け に声か け してお い たと ころ,安 心 して活

て お い た 。 動 した。
・アイ ロンか け は満 足で きた よ うだ ったので

,「 上
だ 。 手 にで きたね.」とほ めた。

・出 した いとい う意 欲が 初め て表現 され たので 「○ ・製 作 の成就 感が ,手 紙 を 出 してみ たい と

○ ち ゃん喜 ぶ よ。」と声 をか け,次 時 の活動を促 し い う意 欲 にっ なが って い った。

た 。 ・意欲 が継続 す るよ うな支援が 大切 であ っ

・片付 けの手 際 よさを ほめた 。 た 。

クル はが き ・形式 は変 わ った が出 した い とい う意欲 は継続 して ・形式 よ り も出 した い とい う意 欲を 大切 に

いた。友達 が 自由形 の はが きを作 ってい るの を見 した が,リ サ イ クルはが きの活用 を促す

て興 味を 引かれ たよ うだ。 支援 も考慮 すべ きで あ った。

校生の住所 ・転校 生の住 所 は他 の児 童が 知 ってい るので教え て ・経験が ほとん どな いため ,友 達の作 品 を
も らうよ う指示 した。 参考に して住所や郵便番号を書 くことは

に書ききれ ・住所等の書 き方は夏休みの作品を参考にするよう 無理 であ った。A児 に合 った情報 提供 を

指 示 し,見 守 っ た 。 すべ きで あ った。

げ た 。 ・直す 所 を確 認 してか ら紙を 与え た。 ・初 めて の経 験 なので ,教 師 が そば に いた
・緊張 して いたの で教 師 は横 に立 った。 買 った後教 ことが 不 安を少 な くす る支援 とな った。

師 に微笑 みか けたの で,教 師 も微 笑 んだ。 その後,切 符 を始 めて買 う場面で は少 し
・不 安 が あ る よ う だ っ た の で 「大 丈 夫 ,届 く よ 。」と 離れ て見 守 った。声 はか けな くて も教師

声 をか けた。 の立 っ場 所や笑 顔 が支援 とな った。

人で買 うこ ・き っぷ を買 え た時 ,教 師の 顔 を見て 笑い,「 で き

た。」とい うことを伝 えて いたの で,教 師 は微笑 ん

で うなず い た。 ・郵便 が届 け られ る システム よ りも自分 の

か ら,機 械 ・見 学 は意 欲的 だ ったので見 守 った。 手紙 が届 くか ど うか とい う考 えを も って

ど いたかな ・発 言 に 対 し て は 「そ う だ ね ,で も,き っ と 届 い て 見 学 して いた。

い る よ 。」と 言 っ て 安 心 さ せ た 。

(朝 の 会) ・自分の手 紙が届 いた とい う安堵 感 と返事 を もらっ ・返 事 を も らった ことで もっと書 きたい と

た喜 びがわ か った ので,共 に喜ん だ。 い う意 欲が 高 ま って い った。
・ 「こん どは誰 に書 くの 。」と見通 しを もたせ た。

母に書いた ・はが きの よさに気付 い たので ,「 いい ことに気が ・相手や内容を自分な りに考えて活動する

っ て も っ て っ いたね。 がんば って 。」と声 か け した。

・出来上 が りを見ぞ もらいた い とい う気持 ちに答え
よ うにな り,出 すた めの見通 しを もっ こ

とがで きた。

て 「上 手 に書 け たね。 お じいち ゃん喜ぶ よ.」と称

賛 し,rAさ ん が こん な手紙 を書 いた よ。」と皆 に ・皆 に紹 介 し,価 値付 け ることで満足 感 と

読んで 聞かせ た。A児 はに こに こ しなが ら聞 いて 自信 を もっ ことがで きた。 この 自信 が次

いた。 友達 にrAち ゃん うまいね 。」と言 われ,喜 の活動 や 日常 化 につ なが るで あ ろ う。

ん だ 。
・自分 な りの見 通 しがで きた。

・うれ しさが あふれ てい たの で 「よか ったね。」と共 ・はが きが届 い た うれ しさが さ らに郵 便を

て 来 た 。 に喜ぶ 。 自分の生活の中に取 り込 もうとする意欲
・ 「い い 考 え だ ね 。 も ら っ た 友 達 は き っ と 喜 ぶ よ 。」 に っ な が っ て い っ た 。

と活動 を促 す。 ・生 活 の 中の どの場面 で郵便 が使え るかを

考え られ るよ うにな った。
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「
第1学 年

作 る活動 を通 して素材 や友達 とのかかわ りを深めた例

一
1

単元 「お も ち ゃ をつ くって あ そ ぼ う よ」 一 」

1.単 元 の ね ら い

・お もち ゃで 遊 び た い と い う思 いを もっ こ とが で き る。

・身 近 な材 料 を使 って お もち ゃを 作 る こ とが で きる。

・友 達 とい っ し ょに作 った り遊 ん だ りで き る。

・材 料 に親 しみ ,道 具 の扱 い に慣 れ る。

2.単 元 に つ い て

夏 休 み の 自由工 作 の経 験 を生 か し,自 分 た ちだ け で お もち ゃ を作 って遊 ぶ 体 験 を させ た い

と考 え た 。 物 を 作 って遊 ぶ こ とは,遊 ぶ こ とに加 え て 作 る楽 しさ も味 わ え る。 お もち ゃを作

り,遊 ん で い く過 程 で,よ り高 く,よ り速 くな ど次 々 に工 夫 して い くお も しろ さが あ る。 ま

た,作 る材 料 を考 え る こ とで,見 慣 れ た 素 材 を見 直 す ことが で き る。 そ して,作 る こ とを通

して 道 具 の扱 い に も慣 れ て くる。 お もち ゃ作 りは手 を通 して 様 々な こ とを学 ぶ よ い機 会 で あ

る と考 え た。

ま た,お もち ゃを作 った り遊 ん だ りす る活 動 の 中 か ら,友 達 との か か わ りを深 め て い くよ

う に した い。 そ の た あ に,お もち ゃを 作 る活 動 で は,お 互 い教 え 合 った りす る よ うな場 を 設

定 した。 さ らに,お もち ゃを 作 るに あ た って は,大 勢 で遊 べ るお も ち ゃを作 って い くよ う に

した い。 そ して,で きあ が った お もち ゃを 使 って 一 緒 に 遊 ぶ こ とで,友 達 との か か わ りを

い っそ う深 め て い きた い と考 え た。

3.主 題 との 関 連

くか かわ りを深 め る支 援 の在 り方 〉

○ ア プ ロー チ(対 象 とか か わ る前 段 階)

・物 を作 る こと に意 識 を 向 けて い くよ うに す る ため に ,夏 休 み の課 題 の 自 由工 作 を 展 示 し

て お い た り,自 分 の 作 品 を み ん な の 前 で紹 介 した りす る よ うな場 を設 け る。

・材 料 を意 識 で きる よ う,材 料 とな るよ うな 身近 な廃 材 を 日常 的 に 利 用 した。 算 数 の 時 間

にFか た ち あ そ び!で 空 き缶 や空 き箱 を 使 って積 み木 遊 びを した り,給 食 の 時間 に牛 乳

キ ャ ップ や,ゼ リーの カ ップ を洗 って と って お い た。

○ 対 象 を と り こむ 段 階

・教 師 が ,「 先 生 も夏休 み の宿 題 で 作 って きた もの が あ るよ。 」 と言 って遊 べ るお もち ゃ

を 提 示 す る。 この お もち ゃは,4月 の 「一 年 生 を 迎 え る会 」の 時 に他 の学 年 か らプ レゼ

ン トされ た もの と同 じもの を 作 るよ うに し,遊 ん だ 体 験 を思 い起 こす こ とが で きる よ う

にす る。 そ して,お も ち ゃで遊 ん で み て,「 いろ い ろ な お もち ゃで あ そび た い な 」 「た

の しいな 」 「っ くって み た い な 」 とい う思 いを もっ こ とが で きる よ うにす る。
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○ か か わ りが 広 が る ・深 ま る段 階

・ 「作 りた い 」 とい う思 い が ,よ り具 体 的 に な るよ うに,簡 単 な設 計 図 を 書 き,活 動 の 見

通 しが もて るよ うに す る。

・素 材 との か か わ りを深 め るた め に ,お もち ゃを 作 るた め の素 材 は身 の 回 りの もの を用 い

身 近 にあ る素 材 に親 しみ を もち,見 直 す ことが で き るよ うにす る。 また,初 め て使 う道

具 な どの 使 い方 を指 導 し,扱 い に慣 れ させ て い く。

・素 材 との か か わ りを 深 め るた め に ,お もち ゃ作 りは二 度行 うよ うにす る。 一 回 目は 短 時

間 にで き る簡 単 な もの と し,「 作 って遊 ぶ こ とは楽 しい。」 「も っ と違 うお も ち ゃ も作 っ

て 遊 び た い な。」と思 いを っ なげ て い く。 そ の 中で,作 り方 を 考 え た り,材 料 を 自分 で 見

付 けて き た り,素 材 の 扱 い に工 夫 が 出 て きた りす る と考 え,二 回 目の時 間 と場 を 用 意 す

る。

・友 達 との か か わ りを 深 め る ため に ,作 り方 の わか らな い児 童 に は,教 師 が 教 え るの で は

な く,わ か って い る友 達 に聞 くよ うに 助 言 す る。

・ 「どん なお もち ゃを 作 るか 考 え る」 「お もち ゃを 作 る 」 「で きた お もち ゃで 遊 ぶ 」 とい

う活 動 の 各場 面 で,相 談 した り,教 え 合 った り,い っ し ょに遊 ん だ り して,友 達 との か

か わ りを深 め る場 を多 く設 け る。

○ 日常 化 す る段 階

・自分 で 作 った もの が 自分 の生 活 を よ り豊 か に して い くこ とを感 じる こ とが で き るよ うに

した い 。 そ の た あ,家 庭 な どで お もち ゃを作 った 児 童 が い た ら,紹 介 し,ほ め る場 を設

け る。 また,お もち ゃ作 りの経 験 を,図 工 な どの 他 教 科,2年 生 の お もち ゃ作 り単 元,

次 単 元 「秋 を 楽 し もう」 の 中の 自然物 を 使 って 作 る活 動 に生 か して い くよ うにす る。

〈目指す児童像 と支援 〉

本単元で は目指す児童像を4っ 設定 し, 児童像 に迫 るための主 な支援を記 した。

〈本単元で 目指す児童像 〉

お もち ゃを作 って遊 びたい
とい う思 いを もっ児童

〈具体的な支援 〉

お もちゃ作 りに夢中になる

児童

材料や道具の ことを考えな
が らお もち ゃを作 る児童

/!

ぐジ＼
'

/
友達 となか よ く遊べ る児童

・夏休み に作 った作品を展示 してお く。
・作 った作 品を紹介す る。
・他 の授 業などで,身 の回 りの材料 に触れ させてお く。

手作 りお もち ゃを提示す る。
手作 りお もち ゃで遊んだ経 験を話 し合 う。
・作 るための材料 を用意 してお く。

・・友達の活動の様子 を知 らせ る。
・簡単な設計図をか くよ うにす る。
・家か ら材料を持 って くるようにす る。

友達 といっ しょに作 って もよいように知 らせ る。
・危険 を伴 う道具の扱 いを指導す る。

作 るための場所 と遊ぶ ための場所を確保する。

・家 で手作 りお もちゃを作 った児童が いた ら紹介す る。
・図工 の時 間などで道具の使 い方が なれて きた児童 をほ

め る。
・友達 と協 力 して活動で きてい ることがあ った ら紹介 し

ほめ る。

ア

プ

ロ

ー

チ

と
り

こ
む

広
が
る
深
ま
る

日

常

ヒイ
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4.活 動 計 画(8時 間 扱 い,う ち2時 間 は図 工 扱 い)

かかわ

り段階 活 動 の 流 れ 児 童 が か か わ り を 深 め る た め の 支 援 評価の視点

活 ・友達が夏休みに作った工作の作品を ア ・算数の時間に空き缶や空き箱を使って学習するなどの

見 る。 プ 経験をしてお く。

動 0 ・友達に作品のことを聞 く。 口 ・身近な廃材を児童と一緒に集めてお く。

「
・手作りおもちゃの本を,児 童の目にふれるところに用

前 チ 意しておく。

!お もち。であそぼう α5
・手作 りおもちゃを提示する

。

お f
と <パ ッチ ンガエ ル ・ス トロ ー とん ぼ ・コ マ ・ケ ン玉 ・

も ・教師の提示するおもちゃを見る。 ゴトゴト車〉

ち ・遊んだ経験を思い出すよう促す。

や ・遊んでみたい物,作 ったことのあ り ・おもちゃで実際に遊び 「楽しい。∬ 自分にも作れそう

1 を るおもちゃなどを話 し含う。 だ。」という意識がもてるようにする。 ・おもちゃ作りに関心

作 ・お もち ゃで遊 ぶ。 ・作りたいという気持ちになった児童が
,す ぐに製作に をもっ。〈関心〉

つ
1
こ はいれるよう,あ らかじめ材料を用意 しておく。

活
て
み
おもちゃを作ってみたいな遡

た む ・児童が見本以外の物を作っていることも認め,そ の気 ・おもちゃを作ること

い ・教師のおもちゃを見本にして,自 持ちを大切にする。 ができる。〈表現 〉

な 分で作る。 ・友達と一緒 に作って もよいをことを知らせる。

③

作ってみよう遊んでみよう2 ・同 じおもちゃを作っている友達を紹介する
。

・工夫 した点や違 うお もちゃを作っている児童を紹介す

・作 ったお もち ゃで遊 ぶ 。 」 る 。

・別のお もちゃを作る。
、

」

曳

ヒ

、

覧

モ

覧

作 ちがうおもちゃを作 ってみよう

」

L

動 つ

て iの ち図工2i
・本槻におもちゃ作 りの本をあらか じめ用意しておく。
・何を作ってよいかわか らない児童には

,本 を見て ピン

み ・どんなおもちゃを作るか考える。 トを得るように助言する。

よ 広 ・友達と一緒に作ってよいことを知らせる。

う ・見通 しをもてるように,簡 単な設計図をかくように促 ・富分で考えておもち

・材料やできあがり図を書 く
。 が す 。 一一 ワ ー ク シ ー トを用 意 す る。 やを作ろうとする。

遊 ・作り方のわからない児童には,わ かっている友達に聞 〈意欲 〉

ん ・お もち ゃを作 る。 る きにいくように助言する。 ・工夫 しておもちゃを

で o ・阜 くできあがった児童には,友 達の手伝いをしてもよ 作ることができる。

み ・できたおもちゃで遊ぶ。 深 いと助言する。 〈表現 〉

よ ・友達 と仲よく遊ぶ こ

う ま ・一人で遊んでいる児童には,友 達と一緒に遊ぶと楽 し とができる。

中 ④ いか もしれないと助言する。 〈態度 〉

2 る ・教師が情報交換の仲介となって,児 童が他のおもちゃ
・友達と交換 しながら遊ぶ

。 を作ったり遊んだりできるようにする。

み

ん
な 匝 竺 知・せよう1 ・児童自身が自分の活動を振り返ったり,工 夫した点を ・みんなの前で発表で

に ・自分の作ったおもちゃの作 り方を 友達や教師がほめたりすることにより,自 分のよさに きる。 〈表現 〉

知 紹介する。 気付 くようにする。 ・友達の作品のよいと

ら ・友達のおもちゃで遊んだ感想を発 ・友達のおもちゃのよいところに気付いた児童をほめる ころに気付く。

せ

寺

表する。 〈気付き〉

つ

活 〈日常化 した姿〉 日 ・図工などで材料や道具をうまく使っているところがあ

動 3 妹や弟の分も作ってあげる。 常 った ら紹 介 し,ほ あ る。

後 おもちゃの本を見たり,家 の人に教え 化 ・日常生活で,友 達と協力している場面があったら紹介
て も らった り して,ま た 作 る。 し,ほ め る。
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5.本 時の活動(1/8)

ね らい:お もちゃを作 ってみたいとい う思いを もっ。

段

階

と

り

こ

む

広

が

る

●

深

ま

る

*児 童のっぶやきなど 学 習 活 動 ・教師の支援

☆かかわりを深めるための支援

教師の作 ったおもちゃを見る

*遊 んでみたいな。

*パ ッチ ンガエル作 った ことあ るよ。

*児 童館で よ く飛ぶ飛行機 を作 った ことが

あ るよ。

・夏休みの自由工作の ことと関連づける。

・<パ ッチ ンガエ ル ・ス トローとんぼ ・こま ・

ケ ン玉 ・ゴ トゴ ト車 〉を提示する。
・ 「一年生 を迎え る会」で もらったプ レゼ ン トの

ことを思い出す よ う話 しかける。

教師の提示したおもちゃで遊ぶ

*数 が足 りないよ。

*と りかえ っこを しよ うよ。

*す ぐに作れ るのかなあ。

*自 分 に も作れそ うだな。

*も っと遊びたい。

・遊 びを続けている児童 に

はそのまま遊んでよい こ

とを知 らせ る

・遊ぶ 時間を十分に確保 する。

・初めて手 にす るお もち ゃで遊ぶ児童 には,そ の

様子を見守 り,教 師 も一緒 に遊ぶ。
・遊ぶ場所 は,教 室の後ろ と廊下 とい うことを指

示す る。
・い くっ ものお もちゃで遊べ るよ うに ,取 りかえ

て遊ぶ ように呼 びか ける。

☆作 り方を知 ってい る児童を紹 介す る。

*作 りたいな。

・作 りた くな った児童には,

作 って もよい ことを知 らせ

る。

遊びを続ける おもちゃを作る

・十分遊ばせ る。
・教師の見本のお もちゃに

は,ま だ工夫の余地が あ

ることを知 らせ る。
・作 っている児童を紹介す

る。

*作 ってみよ うかな。

*ど うや って作 るのかな

*わ か らな くな っちゃっ

た。聞いてみよ う。

*な んだ,簡 単 だ。

*で きた,遊 んでみよ う

・材料の場所 ,作 る場所 を指

示す る。

☆作 り方 のわか らない児童が

がいた ら,同 じお もちゃを

作 っている児童の ところに

聞 きに行 くように助言す る
・ひとっ作 った ら別の物を作

って もよいことを知 らせ る

後片付けをする

*も っと作 りたいよ。

*明 日も続 きを したいな。

*明 日 は,こ れ を 作 ろ う。

・活動への意欲が途 切れ ないよ うに,翌 日に

も活動 を続 けることを知 らせ る。

*お もち ゃ作 りに使えそ うな材料を持 って こよ

うかな。

評価:お もちゃ作 りに関心を もったか。
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6.支 援 分 析 表

かかわ

り段階 活 動 の 流 れ B児 の か か わ り の 姿 見 取 り と 支 援 考 察

●

活
友達が夏休みに作った工作の
作品を見る。 ア 〈B児 の実態 〉 〈教師の願い〉

0 ・友達に作品のことを聞 く。 プ ユニークな発想の持ち主で,図 工 ユニークな発想

動 口 では友達とはひと味違った作品を を友達に広めて
1 作 る。 いくように して

革 ・コ リ ン トゲ ー ムの 玉 が な削 チ ほ しい 。

・友達の夏休みの自由工作のコリント くなったので,補 充 して

ゲームで夢中になって遊んでいた。 ておいた。

おもちゃで遊ぼう

お ・教師の提示したおもちゃ
と

・おもちゃを見せると前に出てきて遊 ・用意す る見本は1年 生の

も を見ながら,手 作 りおも ぼうとした。 児童にも簡単に作れるお
ち ちゃについて話し合 う。 り ・教師の話にすぐ反応 した。 もちゃにした。

や ・教師の提示 したおもちゃ ・教師の提示 したおもちゃに夢中にな ・教室の後ろを遊ぶための

を で遊んだり見本をもとに って 遊 ん だ 。 スペ ー スに した。 *対象をとりこむ段

活 1 作 作 ったりする。 こ ・こま,ゴ トゴ ト車 を 作 って遊 ん だ。 ・す ぐに作れるように材料 階では、環境を整

つ ・見本以外のおもちゃ(ギ ター)を を用意 した。 える支援が大切で
て 作 ってみよう遊んでみ 作 った。 あ った 。

み よう む ・自分の作ったギターを持 って帰 りた ・ 「明日みんなに紹介する

た が った。 か らおいておいて。」と言

い ・前時に作 ったおもちゃを ・2つ 目の ギ タ ーを 作 った 。 った 。

な 紹介する。 ・紙皿を2枚 合わせて円盤を作り飛ば ・B児 の作ったギターをみ ・紹介することによ

・おもちゃ作りの続きをす して遊んだ。 んなの前で紹介 した。 り意欲が高まった

る 。 ・同 じ物を作 っている児童に,「2枚 ・一 人 で 遊 ん で い るの で , *活動の様子を他の
・作 った お もち ゃで 遊 ぶ 。 合わせた方がよく飛ぶよ。」と教え rS君 も同 じ物を作って 児童に伝えるよう

て い た 。 い る よ。」と伝 え た 。 な支援は,か かわ

」

・友達といっしょに円盤飛ばしを始め りをもたせるため

動
」

」

」

」

、

た 。 に有効であった。

馳

、

し

違うおもちゃを作 って

L

、

みよう

作
つ ・前時までに作 ったおもち

広

て やで,み んなで遊べるお が ・友達の 「お店やさんをやりたい。」と
み もちゃを紹介する。 いう言葉を聞き,「 ぼ くはサッカー ・小さい箱を持ってきたの

よ ・作ったおもちゃで何をす る ゲ ー ムを 作 る。」と発 言 した。 で,「 この く らいの 大 き

う るか話 し合う。 さで大勢で遊べるかな。」

2 ● と聞いてみた。

中 遊 ・簡単な設計図を書 く。 ・す ぐに設計図をかき終えて,プ レイ

ん ・お もち ゃを 作 る。 深 ルームに材料を探 しに行 った。 ・十分に時閤を確保 した。

で ・自分の家から材料を持 ってきた。 ・うまくは作れたが

み ま ・自分の思うように作れないが,一 人 当初B児 が考えて
よ で黙々と作っていた。 ・うまく作れないので,手 いた物と違う物に

う る ・と き ど き,友 達 に 「手 伝 って 。」と言 伝 った 。 なりつっあり,製

っ た 。 作意欲が薄れた。

・作 ったおもちゃのやり方 ・やり方の説明の時,得 意そうに説明 ・一人でがんばって作った ・作晶は,で きばえ

をみんなに説明する。 した。 ことをほめた。 よりも児童の思い

を大切にしたほう
・作 ったおもちゃでみんな ・友達のおもちゃで遊ぶ時間よりも, がよかった。

で遊ぶ。 自分のおもちゃで友達と遊ぶ時間が

多 か った 。

活 日 ・教室で図工を行ったたとき,材 料や ・B児 がプレイルームを利

動 3 常 道具をプレイルームに取 りにいこと 用 していることをみんな

後 化 とが 多 くな った 。 に紹介 した。
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7.実 践 を振 り返 って

(1)出 会 いの 工 夫(か か わ り段 階0～1)

・単 元 に入 る前 か ら,手 作 りお もち ゃの本 を用 意 して お くこ とや,す ぐに作 る こ とが で き る

よ うに材 料 を 用 意 して お くな ど,対 象 との 出会 いの場 面で は,環 境 を 整 え る支援 が 有効 で

あ った 。

(2)か か わ り を広 げ て い く支 援(か か わ り段 階2)

・製 作 場 面 で は ,作 りた い もの と 自分 の技 術 力 に差 が あ り,う ま く作 れ な い 児 童が い た。 そ

の 児 童 の 思 いが 実 現 で き るよ うに,教 師 が 一 緒 に作 って技 術 面 を援 助 し,完 成 させ て成 就

感 を 味 わ わ せ る こ とが 大 切 な支 援 とな った。 しか し,教 師 が大 人の 考 え で 支援 した た あ,

児 童 の イ メ ー ジ して い た こ とに沿 わず,そ の 後 の 活 動 で教 師 を頼 って しま う児 童 もい た。

児 童 の 考 え を よ く聞 き取 って 支援 す る こ とが 大 切 で あ る。

・紙 皿 を 使 って 円 盤 を 作 って い る児 童

の 様 子 を 他 の 児 童 に 伝 え る と,興 味

が わ い た そ の 児 童 は,円 盤 を 作 り始

あ た 。 は じめ に 作 って い た 児童 が そ

ば に寄 り ア ドバ イ ス す る場 面 が 見 ら

れ た 。 教 師 が な か だ ち とな って 情 報

を 提 供 す る と,材 料 との か か わ り,

友 達 との か か わ りが 深 ま る。

・違 っ たお も ち ゃを 作 る と きに は ,材

料 が 不 十 分 な 環境 に して お き,必 要

な材 料 を 自分 で 集 め て くる活 動 に発 展 す る よ う に意 図 した。 あ る児 童 は,大 きな ダ ンボ ー

ル 箱 を 持 って きた の で,最 初 の予 定 を修 正 して,材 料 を生 か して 自分 が 入 れ る 「家 」 を工

夫 して 作 る よ う にな った 。

・友 達 との 共 同 作 業 を 認 あ る と,活 動 が ふ く らみ,大 きな もの を作 る よ う にな った。 共 同で

作 業 す る こ と に よ り,友 達 との か か わ りが よ り深 ま る。

(3)活 動 後 の 様 子(か か わ り段 階3)

・第1時 に作 ったお もち ゃ は ,簡 単 に 作 れ てす ぐ

に楽 しめ る もの で あ っ た たあ,「 う ちに帰 った

ら作 って み よ う。」と い う声 や,第2時 に,「 弟

の 分 も作 るん だ 。」と言 って,今 ま で お もち ゃを

つ く った こ との な い 児 童 が い くっ もお もち ゃを

作 る姿 が 見 られ,い ろ い ろな 物 を 自分 で作 って

い くよ うに な った 。

・2回 目の 違 った お もち ゃを 作 ろ う とい う こ とに

なっ た と き,家 の 人 に 手 作 りお もち ゃの本 を買

って も らい,製 作 へ の 意 欲 を 示 した 児童 が い た。

〈活動後の児童の感想 〉

ぼ くい5・ が 一1†しム

㌻ 、<uま し乱 つ私 球　
ノェ献 くのさ・々し げソム

ア囑 そんで 像 きし㌔
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VI研 究の成果と今後の課題

1.研 究 を通 してて明 らか にな ったこと

(Dか かわ りを深めて い く段階の設定 と支援

かかわ りを深めて い く過程を4段 階に分 け,そ れぞれの段階 においてかかわ りを深 め る有

効な支援の在 り方を探 った。その結果,次 の ことが明 らか になった。

ア かかわ りの段階0に おけ る 「活動前」では,単 元 に入 る前の段階を活動計 画に 「アプ ロ

ーチ」 と して組み入れた
。その結果,教 師 は今 まで以上 に児童の対象に対 す る経験 や思 い

や願いを把握 した り,前 単元 との連続性 を図 った りす るようにな った。 かかわ りの段階0

か ら,以 後の単元を見通 した支援が必要 である ことが分か った。

イ かかわ りの段階tに おけ る 「対象 との出会い」を大切 に し,工 夫す ることで,児 童は自

ら対象 にかかわ るようにな る。 アプ ローチの段階で育 まれ た気付 きや意識 をふまえ,さ ら

に活動への意欲が高 ま った り見通 しが具体的にな った りす るような 出会い方を工夫 した。

その結果,児 童 は活動 に没頭 し,意 欲的な学 習活動 に結 びつ くきっか けとな ってい った。

ウ かか わ りの段 階2に お ける 「活動中」では,児 童の対象 とのかかわ り方が広ま った り深

ま った りす る。 そのための有効 な支援 と して,1.自 分 な りの見通 しを もっ ことで きる支援

2.十分 な活動が で きる支援3.活 動意欲が持続す る適切 な支援等が ある。 これに基づいて

具体 的な支援 を考 え,授 業実践す ることで,そ れぞれ の支援が有効であ ったか どうかを確

かめ ることがで きる。

エ かかわ りの段 階3に おける 」活動後 」で は,単 元が終わ って か らも,活 動の経験が児童

の 日常生活に どの ように生 か されているか見取 ることが大切 である。 その ことによ り,次

の単元の導入に生かす こと もで きた。 また,児 童を長い 目で見 ることによ りその児童の よ

さを励 ます ことがで きた。

オ かかわ りの段階0,1は 主 に全体に対 する支援が中心 とな り,か かわ りの段階2,3は

個の見取 りに基づ いた個への支援が重要 とな る。 その児童が どんな思いや願 いを もって対

象 とかかわ って いるかを見取 り,そ の児童 に とって 「支援 にな ることをす る」 ことが大切

で ある。

(2)か かわ りの段階に沿 った活動計画案 と支援 分析表の作成

かか わ りの段階 に沿 った活動計画案を作 ることで,見 通 しを もった支援がで き,ど のよ う

なかか わ りを深 めて い くか明確 になった。 また,支 援分析表 は個 に焦点をあて ることによ っ

て個 に応 じて その支援が有効であ ったのか明 らかにな り,次 の支援 に生かす ことがで きた。

2.今 後 の課題

○ 今後,研 究で扱 えなか った単元 にお いて も,対 象 との 出会 い方 にっ いての研究,実 践 が必

要であ る。

○地域 や児童の実態 に即 した 日常 化にっなが りやすい教材 を開発す ることが必要であ る。

○かかわ りを深 ある段 階における支援 につ いて は,さ らに多 くの実践を重ね,か かわ りの段

階 に応 じた支援表 を充実 させ,多 くの単元や活動で活用で きるよう研究を進めてい く必要

が ある。

一24一


